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「村」の外に立つ 

マタイによる福音書 24 章 36 節-44節 

金井 美彦 

原発事故について 

何よりもまず福島の原発事故について語りたい。 

私は 1994 年に、当時住んでいた東松山市役所に原発見学会を止めるよう要望したことがある。長崎

の原爆投下の日に原発見学とは何事か！という憤りだった。原発は原爆同様かそれ以上に危険である

という認識で活動していたように思う。 

 原子物理学は 20 世紀前半に飛躍的に進歩した。原子核物理の父と呼ばれるＥ・ラザフォードは 20 世

紀初頭、原子核の発見、核崩壊とそれに伴うアルファ線やベータ線の発見、半減期の概念を提示し、原

子核物理学を飛躍的に発展させた。しかし、この学問は第二次大戦における戦略的観点から過激な発展

を遂げた。原爆の開発である。物理学理論を根本的に書き換えたアインシュタインはすでに質量とエネ

ルギーの等価を見出していた。有名な E= mc²の公式であるが、この式から導かれるエネルギーの大き

さは極めて膨大で、原爆投下の被害は想像を超えたものになる。 

しかし、オッペンハイマー率いるマンハッタン計画の成果として、第 2 次大戦を終結させるという名

目で、日本に 2度、投下された。広島に投下された原爆はウラン 235 が 50 キロといわれるが、そのう

ちの一キロが核分裂し、0.7 グラムの質量が消滅したと言われる。この連鎖反応とわずか 0.7 グラムの

消滅が 21 キロトンの TNT 火薬と同量の破壊力と 63 兆ジュールの熱を発し、爆心地付近の温度は 3 千

から 6 千度に達したという。太陽の表面温度が 6千度である。広島と長崎には瞬間的ではあれ、地上に

太陽が出現してしまったのである。 

 このような莫大なエネルギーと放射能を制御しながら電力を生み出す仕組みが原子力発電だが、こ

れは極めて危険なものであり、ひとたび事故が起これば被害は広範囲・長期間に及ぶ。また廃棄物の処

理は事実上終わりがない。これらのことはすでに原発が開発された時点でおおよそわかっていたこと

だが、政治権力と技術信仰がそうした影を覆った。いわゆる安全神話の成立である。 

 スリーマイル島のメルトダウン、チェルノブイリ原発の巨大事故によって原発は一時縮小へ向かう

が、温暖化への対処と称して再び主役に躍り出てしまった。 

 原子力産業は、およそ国策でしか実現しえない。つまり採算は実際には度外視するという意味で軍事

産業と同じである。「安全神話」を本尊とする政、官、学、財が狎れ合った「原子力村」の内部で全く

自分たちの利益のみ追求した。そしてそれを問い質す勢力は、村の内部においては弾圧・排除され、外

では奇人・変人呼ばわりされ、要するにすべて周辺化された。テレビ・新聞は電力会社の犬となり、ひ

たすら電力会社の宣伝をし続けた。つい 2カ月前まで。 

 日本はもともと「村」である。極東の島国であることで「村」的要素は増幅される。今回の事故でも、

被害者たちが恐縮している絵が出てくる。編集意図があるとはいえ、いかなる場合でも「耐え」「周り

を気にしながら」「控えめ」に振舞う被害者を映し、それによって周囲が「励まし」「寄り添い」「元気

づけたい」と思うような構図。特に福島県の浜通り、中通りは被災者でなく被害者なのだが、怒りや抗

議の声は相対的に小さくしか報道されないし、東京で起こっているデモなどは一部の突出した人々扱

いである(それなのに欧米のデモは正当な意思表示であるかのように報道する)。わが国ではあらゆる

示威行動は、反動であり、変わり者、偏狭な人間のやることであり、村の秩序を壊す者でしかない。要

するに「控えめでない」ものは抗議の資格もないかのように黙殺される。 

村の外に立つこと 

 聖書の宗教の出発点は村の外に立つことであった。アブラハムはカルデアの都市国家ウルから旅立

ち、モーセはエジプトから、そしてイエスはエルサレムから、「外へ」出た。イエスの場合は町の外で

十字架につけられたが、それは「外」の比喩の極北と言ってよい。 

共同体の外に立つこと、国家の外に立つとはどういうことか。いかなる人間も共同体を前提に生まれ

てくる。しかしそれは前提であるが、永続的でも絶対的でもない。なぜなら新しく生まれた人間は共同

体にとって他者である、あるいは「自由なもの」であるから、共同体から本来は離れている。それどこ
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ろか新たな他者はシステムの外に現れたゆえ、必ず対立する。なぜなら他者は命じられることを根本的

に嫌い、それ自体を拒否するからだ。 

 ところで、あらゆる人間が誰かの子として何らかの共同体の中に生まれてくるのだとすれば、その以

前の共同体に属する人々も元はそれ以前の共同体にとって他者として生まれてきたはずである。では、

どうして共同体は永続的に見えるのか。それは共同体自体が一つの有機体として「他者」を認めない傾

向があるからだ。自己同一性を維持することがその根本的な性向である。とすると「他者」として生ま

れたはずの新しい者は「他者」になる以前にその一部として同化されなければならない。そのためには

他者への自覚を除く必要がある。そのための手段が暴力と法である。 

 「他者」は暴力と法によって「同化」され、国家は大きくなり一体化する。近代国家は国民幻想のも

とに「国家」としての一体性を強化したため、その圧力は極めて強く、他者をゆるさない。 

 これに伴って家族も小さく閉鎖的になっていく。もちろん生活の基盤としての農林漁業の共同体は

かなり強かったが、それは解体された。しかし、かつてはその共同体自体が国家から相対的に自立して

いた。 

 例えば日本では個人のレベルはひとまず置くとして、農民のような巨大な被支配層以外にも様々な

「他者的」集団が戦前まではあったように見える(例えばサンカ、博徒、芸人その他)。それらはあると

きは権力に媚びるが、相対的に自由であった。 

 しかし、国民国家、領土国家、産業資本主義を徹底していく中で、そうした自律的存在は労働力とし

て、また都市の下層民として取り込まれた。そして農山漁村の民は出稼ぎ労働者から、工業団地の労働

者として地域に居ながらにして産業資本の一部となった。 

 いまや日本は、全体として同一化した。専門家の発言はエコノミスト的、あるいは法律家的な語り口

になり、経済性と合法性しか念頭になくなった。こうして経済的合理性と合法性に基づく国家は不経済

で非合理的な「他者」を排除もしくは抹殺する。もちろんたいていは同化する。 

 一例として少子化の問題が挙げられる。子育ては効率が悪い、子どもは悪さをする。要するに不経済・

非合法な存在なのだ。だから子どもを産まない。これが合理的で経済的、かつ安全な選択となっていく

(やりきれない！)。 

 資本主義(今は市場社会という)は経済的合理性、合法性以外に根本的な価値を認めていないように

見える。こうしたシステム(共同体)のなかで他者であることを歩み始めるにはどうしたらよいか？そ

もそも他者たりうるのか？ 

範例としての聖書の伝承 

モーセ、イザヤ、エレミヤといった主な預言者は、すすんで預言者になったわけではない。しかし、

彼らの活動の端緒において、はからずも「他者」になった。それは「他者たれ」という命令、言い換え

れば今ある共同体から「自由であれ」という命令に捕われることから始まった。預言者的自由は根本的

には超越者による束縛から、すなわち逆説的な不自由から始まったのである。ある人間が共同体に対し

て「他者たること」、それは潜在的可能性であるにすぎず、放っておけばいつの間にか同化され、消え

るかもしれないが、聖書の範例は私たちを繋ぎとめる力となる。 

預言者的宗教としてのユダヤ・キリスト・イスラムは使命預言(超越者との出会いとその使命授与)が

源であると言われる。つまり枠の外、村の外、国家の外にいる神、超越者に出会ってしまうのだ。 

図式的に整理すれば共同体・国家の抑圧的性格を①脱出し(モーセ)②耐え(ユダヤ教)③人の心を新

たにする(キリスト教)運動として聖書の宗教をまとめうるが、それは枠の外に出て、さらに別な枠をつ

くる、あるいは枠自体を壊すという弁証法的な展開となる。 

本日の聖書マタイ 24 章 36-44 節の核心は「目を覚ましていなさい」であるが、これは私たちのよう

に他者へと誘われてしまった者たちへの勧告・命令である。その意味は、来るべき終末に備えることの

勧めであるが、より踏み込むなら、新しい世を創り出す者の根本的な態度なのである。今、教会全体に

この態度が求められていると言えよう。(2011 年 5 月 15日証詞) 


